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平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
３
日
か
ら
10
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
の
一
般
質
問
に
は
２
人
の
議
員
が
、
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
に
は
１
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

７
日
に
は
議
案
審
議
が
あ
り
、
平
成
29
年
度
予
算
を
除
く
議
案
31
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
予
算
特
別
委
員

長
を
決
め
、
８
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予
算
と
５
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会

民生費　10億1236万円

衛生費　4億3031万円

農林水産業費　6億369万円公債費　6億3696万円

総務費　9億651万円

商工費　1億1583万円

〇町社会福祉協議会助成金
	 １１４０万円
〇障害者福祉	 ２億１１１５万円
〇田子保育園保育給付費
	 １億５５６万円
〇田子保育園移転新設整備支援
	 ３８４８万円
〇子育て支援	 ６３３０万円
〇高齢者福祉・医療費
	 ２億５３６５万円

〇三戸地区環境整備事務組合負担金
	 １億３９０１万円
〇健診委託料	 １５６３万円
〇予防接種事業補助金・委託金
	 １億８１２３万円
○合併処理浄化槽設置事業費補助金
	 ７６４万円

○中山間地域等直接支払制度交付金
	 ３７６８万円
○青年就農給付金事業補助金	 １５７５万円
〇小雷鉢貫通線林道開設工事	 ９８８５万円
〇にんにく総合振興費	 １億１０７２万円

○町の借金返済に使う費用

〇公共サイン整備工事	 ２０００万円
〇タプコピアンプラザ及びTCV管理
　運営事業	 １億１１７万円
〇食と観光振興推進事業補助金
	 ３９５５万円
〇ふるさと納税記念品	 ２５７５万円
〇国際交流	 １９９１万円
〇集会施設改修	 ２４２４万円
〇協働のまちづくり	 ６６０万円
〇定住移住促進費	 ２５９４万円

〇東京田子会補助金	 ４７０万円
〇大黒森公共施設管理委託料
	 ４５０万円
〇イベント協力事業補助金	７００万円
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予
算
特
別
委
員
会

●平成29年度各会計の予算額

会　計　区　分 予算額

一　般　会　計 47億2200万円

特　別　会　計

国民健康保険事業 10億4500万円

後期高齢者医療 6800万円

介護保険事業 10億3500万円

田子町立田子診療所及び
介護老人保健施設事業 4億5000万円

合　　　　計 73億2000万円

会　計　区　分 歳　入 歳　出

企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収入 1億6615万9千円 －

収益的支出 － 1億6062万2千円

資本的収入 1億4990万円 －

資本的支出 － 2億2607万2千円

土木費　2億9477万円

消防費　1億5494万円

教育費　4億6747万円

その他

〇道路新設改良工事	 ８５１０万円
○橋梁定期点検・長寿命化計画策定業務
　委託料	 ４０００万円
○除雪委託料	 １５１１万円
○安全安心住宅リフォーム促進支援事業
　補助金	 ４００万円

○消防団員報酬（２７８人）	 ４３５万円
〇八戸広域市町村圏事務組合消防費負担金
	 １億１４９３万円
○自主防災組織防災資機材購入事業費補助金
	 １８０万円

○小中学校スクールバス運行委託料
	 ２７１４万円
○奨学資金基金積立金	 １２２１万円
○清水頭小学校改修工事	 ４２４３万円
〇学校給食運営費	 ７１３５万円
〇田子小学校グラウンド改修事業
	 ５７２０万円

▽議会費	 ７７３４万円
▽労働費	 １３１万円
▽災害復旧費	 ４３万円
▽諸支出金	 １０１４万円

平成29年度当初予算を採決
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歳　

入

地
方
交
付
税　

22
億
２
５
０
０
万
円

尾
形
委
員

人
口
が
少
な
く
な
っ

て
く
る
が
、
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
予
想
を
し
て
い

る
か
。原

副
町
長

地
方
交
付
税
の
大
き

な
要
素
は
人
口
で
あ
り
、

特
に
国
勢
調
査
の
人
口
が

か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ

は
課
長
級
の
定
年
退
職
に

よ
る
差
額
分
で
10
年
く
ら

い
は
何
と
か
な
る
と
考
え

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
と
、
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
予
算
他
４
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
３
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
の
日
程
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
日
沢
一
雄
議
員
が
、
副
委
員
長
に
砂
子
田

康
雄
議
員
が
選
任
さ
れ
、
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
主
な
質
疑
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

ら
れ
る
が
、
い
ろ
ん
な
対

策
を
練
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

山
本
町
長

管
理
型
経
費
よ
り
は

創
造
型
経
費
の
方
を
優
先

す
る
と
い
う
の
が
こ
の
10

年
間
で
や
っ
て
い
き
た
い

こ
と
で
、
産
業
を
中
心
と

し
て
創
造
型
の
経
費
を
か

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
材

を
育
成
し
産
業
を
強
化
す

る
。
創
造
的
な
経
費
を
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
産
業
を

育
て
、
若
い
世
代
が
帰
っ

て
こ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
作
っ
て
い
き
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
費

５
０
１
万
円

蹴
揚
委
員

選
挙
の
投
票
時
間
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
４
年

前
か
ら
意
見
を
出
し
て
る

つ
も
り
だ
が
話
は
進
ん
で

い
る
か
。
岩
手
県
軽
米
町
、

洋
野
町
の
投
票
時
間
が
６

時
で
締
め
切
っ
て
い
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
と
総
務

課
と
、
ど
の
辺
の
と
こ
ろ

ま
で
話
は
進
ん
で
い
る

か
。

山
本
総
務
課
長

前
に
議
員
か
ら
も
ご

指
摘
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
、
委
員
会
の
方
で
も
話

題
と
し
て
議
論
し
て
い
る
。

次
の
町
の
選
挙
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
決
定
で
は
な
い

が
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ

を
、
前
向
き
に
取
り
組
む

方
向
で
話
し
合
わ
れ
て
い

る
。

歳　

出

清
掃
費　

１
億
１
８
４
６
万
円

沢
口
博
二
委
員

ご
み
の
分
別
に
関
し

て
、
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
ど
う
お
考
え
か
。

中
澤
住
民
課
長

ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
、
ま
ず
資
源
物
と
い
う

こ
と
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

ガ
ラ
ス
ビ
ン
関
係
、
雑
紙

で
、
住
民
の
方
々
に
お
願

い
を
申
し
上
げ
て
い
る
。

実
績
的
に
は
平
成
26
年
度

は
、
資
源
物
の
回
収
実
績

は
95
ト
ン
ほ
ど
だ
っ
た
の

が
、
27
年
度
で
は
５
０
４

ト
ン
に
増
え
て
い
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
非
常

に
住
民
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

各
団
体
・
自
治
会
等
で

は
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
の

分
別
に
よ
り
、
全
体
で
約

50
万
円
程
度
の
収
入
に
な

り
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
費

の
一
助
に
も
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
分
別
を
住
民
の
皆

様
方
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
に
、
普
及
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

熊
捕
獲
罠
購
入　

18
万
円

欠
端
委
員

熊
の
捕
獲
罠
購
入
は

１
基
だ
け
か
。
カ
ラ
ス
の

被
害
も
か
な
り
あ
る
が
、

こ
う
い
う
も
の
の
罠
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

内
沢
産
業
振
興
課
長

熊
の
罠
の
購
入
は
１

基
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

罠
は
十
分
に
あ
る
が
、
使

っ
て
る
と
曲
げ
ら
れ
た
り

す
る
。
予
備
と
し
て
１
台

確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
購
入
す
る
も
の
。

　

カ
ラ
ス
の
罠
に
つ
い
て

は
、
今
は
考
え
て
い
な
い
。

消
火
栓
用
ホ
ー
ス
等

購
入
事
業
費
補
助
金36万

円

宇
藤
委
員

複
数
箇
所
ホ
ー
ス
が

あ
る
自
治
会
も
あ
り
、
自

治
会
の
負
担
の
軽
減
を
図

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
し
た
が
、
今
後
ご
検

討
い
た
だ
け
る
か
。

山
本
総
務
課
長

消
火
栓
の
ホ
ー
ス
の

購
入
補
助
だ
が
、
現
在
は

自
治
会
に
対
し
て
は
２
分

の
１
の
補
助
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
自
主
防

災
組
織
を
結
成
し
て
い
れ

ば
、
さ
ら
に
４
分
の
１
の

補
助
が
あ
り
、
実
質
４
分

の
１
の
負
担
で
ホ
ー
ス
の

整
備
が
で
き
る
。

宇
藤
委
員

自
治
会
の
方
も
構
成

人
数
も
減
っ
て
き
て
お
り
、

消
防
団
員
の
数
も
年
々
減

っ
て
き
て
い
る
。
負
担
の

軽
減
を
図
る
よ
う
に
検
討

課
題
と
し
て
ご
協
議
い
た

だ
き
た
い
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答要望

予
算
特
別
委
員
会
で
平
成
29
年
度
予
算
を
審
査

予
算
特
別
委
員
会



5

議
案
審
議

議案
番号 件名と主な内容 議決

結果
議　案
第２号 平成２９年度田子町一般会計予算について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第３号 平成２９年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計予算について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第４号 平成２９年度田子町後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第５号 平成２９年度田子町介護保険事業勘定特別会計予算について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第６号

平成２９年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健施設事業
特別会計予算について

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第７号 平成２９年度田子町水道事業特別会計予算について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第８号

田子町タプコピアンプラザ及び田子町ケーブルテレビジョンに係る指定管理
者の指定について
　指定管理者　公益財団法人　にんにくネットワーク
　指定の期間　平成２９年４月１日から平成３２年３月３１日まで

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第９号

田子町学童保育施設に係る指定管理者の指定について
　指定管理者　社会福祉法人　田子町社会福祉協議会
　指定の期間　平成２９年４月１日から平成３２年３月３１日まで

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第１０号

大黒森施設に係る指定管理者の指定について
　指定管理者　大黒森タプコプがっこう
　指定の期間　平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第１１号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第１２号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第１３号 職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第１４号 田子町介護保険条例の一部改正について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第１５号

田子町介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に係る基準に関する条例の一部改正について

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第１６号

田子町介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に係る基準に関する条例の一部改正について

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第１７号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正に
ついて

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第１８号 田子町教職員住宅使用料条例の一部を改正する条例について 原案可決

（賛10・否0）

審議結果 補正予算や条例改正など、
32件の議案が提出され、審議しました。

結果を一覧で掲載します。
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議
案
審
議

議案
番号 件名と主な内容 議決

結果
議　案
第１９号 田子町いじめ防止対策審議会条例の制定について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第２０号 連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第２１号 定住自立圏形成協定の廃止について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第２２号 田子町議会の議決すべき事件を定める条例の一部改正について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第２３号

権利の放棄について
　八戸地域広域市町村圏事務組合において、ふるさと市町村圏基金を取り崩し、八戸
圏域連携中枢都市圏の連携事業の経費に充てるため、同基金に対する出資金にかかる
権利を放棄するもの。

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第２４号

八戸地域広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更に
ついて

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第２５号

青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町
村総合事務組合規約の変更について

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第２６号

田子町固定資産評価審査委員会委員の選任について
　月舘勝男氏の任期満了に伴い、新たに平山武美氏を任命するもの。
　任期：平成２９年３月１６日から平成３２年３月１５日まで（３年）

同意可決
（賛10・否0）

議　案
第２７号 平成２８年度田子町一般会計補正予算（第７号）について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第２８号

平成２８年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）につ
いて

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第２９号 平成２８年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第３０号 平成２８年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第３１号

平成２８年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健施設事業
特別会計補正予算（第４号）について

原案可決
（賛10・否0）

議　案
第３２号 平成２８年度田子町水道事業特別会計補正予算（第４号）について 原案可決

（賛10・否0）

議　案
第３３号

田子町副町長の選任について
　現在副町長の原昌德氏の任期満了に伴い、引き続き原氏を選任するため、議会の同
意を求めるもの。

同意可決
（賛9・否1）

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時

会
は
、
２
月
２
日
の
１
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

補
正
予
算
１
件
に
つ
い

て
町
長
か
ら
提
案
理
由
の

説
明
が
あ
っ
た
後
、
審
議
し

ま
し
た
。

●
議
案
第
１
号

　

平
成
28
年
度
田
子
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

▽
内
容　

田
子
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
改
修
事
業
、
並
び

に
、
に
ん
に
く
オ
リ
ジ
ナ
ル

種
子
増
殖
事
業
に
係
る
予

算
補
正

▽
審
議
結
果　

可
決

第
１
回
臨
時
会
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【
質
問
】

　

農
業
者
の
事
務
能
力
で

は
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
町
の
方
で
希
望
を
と

っ
て
、
牛
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
の
事
務
を
ま
と
め
て
行

え
な
い
の
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

本
事
業
の
目
的
と
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
高
収
益
型

の
畜
産
を
実
現
す
る
た
め

の
体
制
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
牛
舎
建
設
な
ど

の
緊
急
的
な
対
応
と
し
て
、

早
急
に
畜
産
農
家
全
体
の

現
状
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
畜
産
農
家
個
々
の

経
営
計
画
な
ど
を
勘
案
し

た
う
え
、
総
体
的
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
検
討
・
協

議
を
進
め
、
用
途
に
対
応

し
た
事
業
を
展
開
す
る
。

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

行
政
、
関
係
団
体
、
畜
産

農
家
が
一
体
と
な
り
、
田

子
町
の
畜
産
振
興
を
図
る
。

【
質
問
１
】

　

先
般
終
わ
っ
た
国
勢
調

査
の
各
産
業
の
産
業
別
人

口
と
増
減
、
性
別
、
年
齢

別
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
回
の
デ
ー
タ
が
ま

だ
出
て
い
な
け
れ
ば
前

回
、
前
々
回
と
の
比
較
で

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
答
弁
】

　

平
成
22
年
国
勢
調
査
の

就
業
者
総
数
は
３
２
６
４

人
で
、
平
成
17
年
と
比
較

し
５
１
７
人
、
13
・
７
％

の
減
少
。
農
業
、
林
業
の

就
業
者
数
は
１
２
５
４
人

で
、
平
成
17
年
と
比
較
し

２
４
０
人
の
減
少
、
建
設

業
や
製
造
業
な
ど
の
就
業

者
数
は
７
１
１
人
で
平
成

17
年
と
比
較
し
１
５
９
人

の
減
少
、
サ
ー
ビ
ス
業
や

卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店

業
な
ど
の
就
業
者
数
は
１

２
９
９
人
で
平
成
17
年
と

比
較
し
１
１
８
人
の
減
少

と
な
っ
て
い
る
。

【
質
問
２
】

　

町
で
は
各
産
業
別
の
パ

ー
セ
ン
ト
、
割
合
を
、
大

ま
か
に
ど
れ
く
ら
い
を
念

頭
に
置
い
て
い
る
か
。
ま

た
、
対
策
を
ど
う
考
え
る

か
。

【
町
長
答
弁
】

　

町
で
は
「
こ
の
部
門
の

就
業
者
割
合
を
何
％
に
す

る
」
と
い
う
よ
う
な
具
体

的
な
設
定
は
し
て
い
な
い

が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
人

口
減
少
対
策
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
１
】

　

町
有
林
で
の
収
入
と
管

理
費
用
は
。
ま
た
、
管
理

は
誰
が
行
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

町
有
林
管
理
費
用
と
し

て
は
６
０
０
万
円
で
、
立

木
売
払
収
入
は
４
６
０
万

円
。
基
本
的
に
は
町
が
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

【
質
問
２
】

　

林
業
を
し
て
い
る
地
元

の
業
者
を
ど
れ
く
ら
い
利

用
し
て
い
る
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

青
森
県
森
林
整
備
作
業

指
名
競
争
入
札
登
録
業
者

の
田
子
町
及
び
田
子
町
近

郊
業
者
の
う
ち
３
者
を
選

定
し
て
い
る
。
今
後
、
可

能
な
限
り
町
内
の
林
業
事

業
者
等
の
雇
用
を
図
る
。

 
一
般
質
問

一
般
質
問
は
、
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
に
疑
問
点
を
問
い
た
だ
し
、
議
員
自
ら
の
政

策
提
言
を
行
う
大
事
な
議
員
活
動
の
場
で
す
。
３
月
定
例
会
で
は
議
員
２
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　欠 端 則 夫  議員

町
有
林
と
林
業
に
つ
い
て

田
子
牛
に
つ
い
て

産
業
別
人
口
と
増
減
に
対
す
る

町
の
考
え
に
つ
い
て　
　
　

伐採作業の様子
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３
月
定
例
会
一
般
質
問

【
質
問
１
】

　

種
子
配
布
計
画
の
内
容

を
教
え
て
ほ
し
い
。

【
町
長
答
弁
】

　
「
増
殖
検
討
委
員
会
」
に

お
い
て
、
３
月
末
を
目
標

に
、
配
布
方
法
、
価
格
等

を
決
定
し
、
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
た
い
。

   【
質
問
２
】

　

独
立
行
政
法
人
青
森
県

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
へ
の

委
託
料
に
つ
い
て
、
昨
年
、

本
年
を
含
め
た
総
投
資
額

を
教
え
て
ほ
し
い
。

【
町
長
答
弁
】

　

委
託
料
は
１
４
１
０
万

円
。
投
資
額
は
28
年
、
29

年
で
あ
わ
せ
て
約
８
８
０

０
万
円
で
あ
る
。

【
質
問
３
】

　

今
後
の
増
殖
、
配
布
の

予
定
は
。

【
町
長
答
弁
】

　

今
後
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

種
子
の
流
通
の
た
め
、
負

担
の
少
な
い
価
格
で
販
売

す
る
よ
う
、
増
殖
し
て
い

き
た
い
。

【
質
問
１
】

　

整
備
、
補
修
の
要
望
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
優
先
順
位
を
決
め
て

い
る
の
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

道
路
の
性
格
、
現
状
等
、

制
度
事
業
の
利
用
可
否
を

検
討
し
、
総
合
的
に
勘
案

し
早
期
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
。

【
質
問
２
】

　

住
民
が
主
体
と
な
り
、

行
政
、
業
者
と
連
携
し
な

が
ら
、
地
域
の
道
路
補
修

を
実
施
す
る
体
制
は
で
き

な
い
か
。

【
町
長
答
弁
】

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
支
援
事
業
」
で
は
、
20

万
円
の
補
助
が
可
能
。
関

係
者
が
主
体
と
し
て
実
施

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
建
設

課
に
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
質
問
１
】

　

六
戸
の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ

ラ
イ
ウ
ッ
ド
㈱
、
一
戸
の

バ
イ
オ
事
業
所
へ
の
田
子

か
ら
の
木
材
搬
出
は
ど
の

程
度
な
の
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

事
業
者
か
ら
の
聞
き
取

り
で
は
、
田
子
か
ら
の
木

材
運
搬
は
あ
る
よ
う
だ
が
、

自
治
体
ご
と
の
搬
入
量
は

把
握
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

【
質
問
２
】

　

町
と
し
て
の
今
後
の
対

応
は
。

【
町
長
答
弁
】

　

町
で
は
「
森
林
資
源
活

用
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
町
の
森
林
資
源
の

活
用
に
向
け
、
森
づ
く
り
、

森
活
か
し
の
２
つ
の
視
点

で
、
町
有
林
の
有
効
活
用
、

事
業
化
の
可
能
性
を
検
討
、

研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

【
質
問
３
】

　

山
口
向
の
町
有
林
、
伐

採
木
が
一
部
放
置
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
事
実
は
ど
う
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

三
八
森
林
組
合
に
確
認

し
た
が
、
去
年
９
月
に
は

搬
出
は
完
了
と
の
こ
と
。

搬
出
先
へ
の
待
合
と
し
て

一
定
期
間
積
ん
で
お
く
こ

と
も
あ
る
と
の
こ
と
。

　沢 口 博 二  議員

林
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

道
路
の
整
備
補
修
に
つ
い
て

に
ん
に
く
種
子
増
殖
事
業
に
つ
い
て

道路改良工事の様子
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施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

【
質
問
１
】

　

具
体
的
な
施
策
を
示
し

て
ほ
し
い
。

【
町
長
答
弁
】

　

総
合
戦
略
を
た
て
、
社

会
減
、
自
然
減
に
対
し
、

具
体
的
な
対
策
を
練
っ
て

い
る
。
各
産
業
ご
と
の
支

援
や
調
査
研
究
等
を
行
い
、

人
口
減
少
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

【
質
問
２
】

　

国
、
県
と
の
連
携
は
で

き
て
い
る
の
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

国
で
は
「
ま
ち
、
ひ
と
、

し
ご
と
創
生
総
合
本
部
」

を
設
置
し
て
対
策
を
進
め

て
い
る
。

　

県
で
は
、「
未
来
を
変
え

る
挑
戦
、
人
口
減
少
対
策

本
部
」
を
設
置
し
、
様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
国
で
は

「
全
国
移
住
ナ
ビ
」
に
よ
っ

て
情
報
提
供
、
支
援
を
行

い
、
県
で
は
移
住
促
進
の

た
め
、
相
談
窓
口
「
青
森

暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
あ
お
ぐ
ら
」
を
東
京
に

開
設
し
、
移
住
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

【
質
問
１
】

　

大
局
的
視
野
に
立
ち
、

フ
ェ
ザ
ン
通
り
の
再
開
発

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

現
在
、「
商
店
街
活
性
化

事
業
」
に
よ
る
支
援
を
行

い
、「
創
業
実
践
塾
」
を
開

講
し
、
商
店
街
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
る
。
再
開
発

等
は
現
在
は
考
え
て
い
な

い
。

【
質
問
２
】

　

Ｊ
Ａ
八
戸
と
の
連
携
、

協
力
が
薄
い
感
じ
を
受
け

る
が
、
協
力
し
て
の
事
業

は
考
え
て
い
な
い
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

現
在
も
連
携
、
協
力
は

進
め
て
い
る
。
農
作
物
の

生
産
へ
の
助
言
、
指
導
を

い
た
だ
い
た
り
、
に
ん
に

く
Ｃ
Ａ
冷
蔵
庫
の
指
定
管

理
者
に
も
な
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
そ
の
他
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ

イ
ク
ル
、
肥
育
素
牛
の
貸

付
等
の
事
業
も
行
っ
て
い

る
。

　

今
後
と
し
て
は
、
集
落

営
農
を
推
進
す
べ
く
、
Ｊ

Ａ
八
戸
と
共
に
連
携
、
協

力
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
１
】

　

そ
ろ
そ
ろ
、
漆
の
産
業

化
へ
向
け
て
動
き
出
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

町
で
は
「
森
林
資
源
活

用
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
中
で
現
状
と

課
題
を
洗
い
出
し
、
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

【
質
問
２
】

　

漆
製
品
に
関
連
し
て
、

漆
を
塗
る
木
工
品
作
り
を

産
業
と
し
て
養
成
す
る
つ

も
り
は
な
い
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

町
で
は
全
国
唯
一
の
漆

掻
き
用
具
制
作
技
術
職
人

が
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

伝
承
、
保
存
を
図
り
な
が

ら
、
調
査
、
研
究
し
た
い
。

【
質
問
３
】

　

第
一
線
を
退
い
た
大
工

職
人
等
を
活
か
し
、
木
工

品
作
成
の
組
織
化
は
で
き

な
い
か
。

【
町
長
答
弁
】

　

そ
れ
を
目
指
し
て
、「
森

林
資
源
活
用
検
討
委
員
会
」

を
作
っ
た
。
木
材
を
活
用

し
た
ク
ラ
フ
ト
作
家
の
育

成
も
含
め
、
今
後
努
め
た

い
と
思
う
。

 
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

３
月
定
例
会
で
は
、
翌
年
度
の
町
政
運
営
に
つ
い
て
、
町
長
が
施
政
方
針
を
述
べ
ま
す
。

議
員
は
そ
の
施
政
方
針
に
対
し
、
疑
問
点
等
を
質
問
し
ま
す
。
今
回
は
議
員
１
人
が
質

問
し
ま
し
た
。

　

沢
口
博
二 

議
員

漆
の
産
業
化
に
つ
い
て

産
業
全
般
に
つ
い
て

人
口
減
少
の
問
題
に
つ
い
て

田子の漆掻き用具職人である中畑氏の作成した漆掻き用具

あ
お
ぐ
ら
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク



10

議
員
活
動
報
告

議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
、
議
会
運
営
（
議
会
広
報
編
集
）
委
員
会
、
総
務
・
文
教
常
任
委
員

会
、
産
業
・
民
生
常
任
委
員
会
に
５
人
ず
つ
所
属
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
委
員
会

の
活
動
や
、
町
政
に
活
か
す
た
め
研
修
会
の
参
加
、
先
進
地
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【構成委員】　尾形憲男委員長　宮村尚哉副委員長　宇藤大介委員
　　　　　　椛本義見委員　澤口勝委員

【構成委員】　沢口博二委員長　日沢一雄副委員長　蹴揚清人委員
　　　　　　砂子田康雄委員　欠端則夫委員　

事
務
事
業
調
査

○
実
施
日　

１
月
25
日

　

委
員
会
を
開
催
し
、
所

管
に
係
る
事
務
事
業
の
調

査
を
行
っ
た
。

【
教
育
課
関
係
】

　

１
月
25
日
の
委
員
会
で

は
、
田
子
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
改
修
事
業
と
給
食
セ

ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
事
故
に

つ
い
て
担
当
課
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。
２
月
14
日
に

行
わ
れ
た
委
員
会
で
は
、

田
子
町
い
じ
め
防
止
対
策

審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
。
町
内
の
小
・
中
学

校
及
び
生
涯
学
習
の
強
化

を
目
的
に
「
学
び
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
を
設
置
す
る

こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例

の
一
部
を
改
正
、
教
職
員

住
宅
の
解
体
撤
去
に
伴
う

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

【
総
務
課
関
係
】

　

普
通
交
付
税
や
臨
時
財

政
対
策
債
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
主
な
歳
出
で

は
、
財
務
書
類
作
成
支
援

業
務
委
託
料
や
タ
プ
コ
ピ

ア
ン
プ
ラ
ザ
空
調
設
備
設

計
料
な
ど
を
計
上
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

【
政
策
推
進
課
関
係
】

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
八
戸
圏
域
連

携
中
枢
都
市
圏
関
連
実
施

予
定
事
業
の
説
明
が
あ
っ

た
。

【
税
務
課
関
係
】

　

税
の
徴
収
状
況
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
昨
年
度

と
比
べ
る
と
わ
ず
か
に
減

と
な
っ
て
い
た
。

事
務
事
業
調
査

○
実
施
日　

１
月
25
日

　

委
員
会
を
開
催
し
所
管

に
係
る
事
務
事
業
の
調
査

を
行
っ
た
。

【
診
療
所

・
老
健
施
設
運
営
】

　

３
月
補
正
で
２
９
０
０

万
円
ほ
ど
の
繰
り
入
れ
を

追
加
し
、
29
年
度
は
医
療

器
機
整
備
、
ト
イ
レ
改
修

等
を
行
う
と
の
こ
と
。

【
住
民
課
関
係
】

　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
給
付
金
の
実
績
の
説
明

が
あ
り
、
そ
の
他
、
風
力

発
電
計
画
の
調
査
が
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。
防
犯

灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
ほ
ぼ
終

了
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

【
建
設
課
関
係
】

　

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
に

か
ら
み
、
鹿
角
市
に
啓
発

看
板
が
設
置
さ
れ
た
と
の

こ
と
。
29
年
度
は
、
県
事

業
で
下
田
子
地
区
農
道
整

備
、
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
の
調
査
、
計
画
の

策
定
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
水
道
関
係
で
は
、

新
田
か
ら
遠
瀬
ま
で
の
配

水
管
、
花
木
地
区
の
導
水

管
整
備
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

【
産
業
振
興
課
関
係
】

　

に
ん
に
く
オ
リ
ジ
ナ
ル

種
子
の
配
布
に
つ
き
、
３

月
下
旬
を
目
処
に
情
報
提

供
し
た
い
と
の
こ
と
。
森

林
資
源
活
用
検
討
委
員
会

も
29
年
度
中
に
方
向
性
を

示
し
た
い
と
の
こ
と
。
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

売
上
実
績
と
新
体
制
の
説

明
が
あ
り
、
29
年
度
の
重

点
事
項
と
し
て
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
の
新
規
、
再
生
事

業
等
の
各
事
業
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

総務・文教常任委員会小・中学校に「学びの
アドバイザー」設置

防犯灯ＬＥＤ化
ほぼ終了

産業・民生常任委員会

【構成委員】　宮村尚哉委員長　宇藤大介副委員長　日沢一雄委員
　　　　　　尾形憲男委員　沢口博二委員

協　
　

議

○
実
施
日　

１
月
27
日

　

２
月
２
日
開
会
の
平
成

29
年
第
１
回
臨
時
会
の
議

事
日
程
を
協
議
。

○
実
施
日　

１
月
27
日

　
　
　
　
　

２
月
22
日

　

３
月
３
日
開
会
の
平
成

29
年
第
１
回
定
例
会
の
議

事
日
程
を
協
議
し
、
事
前

に
通
告
さ
れ
た
一
般
質
問

及
び
施
政
方
針
に
対
す
る

質
問
の
内
容
を
校
閲
し
た
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

○
実
施
日　

１
月
27
日

　

議
会
だ
よ
り
第
90
号
の

内
容
に
つ
い
て
発
行
前
の

確
認
し
た
。

○
実
施
日　

１
月
27
日

　

議
会
だ
よ
り
第
91
号
の

原
稿
作
成
担
当
議
員
の
決

定
と
、
４
月
27
日
に
発
行

予
定
と
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
協
議
し
た
。

議会運営委員会（議会広報編集委員会）定例会の円滑な
運営に向け協議
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活
動
報
告

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
後
継
者

問
題
が
近
々
の
問
題
で

す
。
毎
年
、
数
名
の
耕
作

者
が
廃
作
し
て
お
り
、
耕

作
面
積
も
少
し
ず
つ
で
す

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
私
は
、

葉
た
ば
こ
は
安
定
収
入
作

物
と
し
て
守
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
宮
村
尚
哉
）

我
が
町
の
「
う
る
し
」
に

対
す
る
認
識
・
効
能
等
を

改
め
て
深
め
ら
れ
た
非
常

に
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

（
宇
藤
大
介
）

　

去
る
１
月
17
日
、
盛
岡

市
に
あ
る
日
本
た
ば
こ
産

業
リ
ー
フ
セ
ン
タ
ー
へ
、

地
元
産
葉
タ
バ
コ
の
収
納

状
況
を
視
察
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
入
り
Ｊ

Ｔ
の
原
料
本
部
長
か
ら
平

成
28
年
度
産
の
葉
タ
バ
コ

の
状
況
を
説
明
頂
き
、
大

変
良
好
と
の
こ
と
で
し

た
。
次
に
鑑
定
場
に
移
動

し
、
販
売
状
況
を
視
察
い

　

１
月
24
日
、
二
戸
市
・

三
戸
町
・
田
子
町
議
会
議

員
協
議
会
調
査
研
究
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
市
町

に
共
通
し
た
産
業
、
経
済

圏
の
発
展
と
そ
の
調
査
を

主
眼
に
開
催
さ
れ
た
今
回

の
研
究
会
で
は
、「
南
部

生き
う
る
し漆

生
産
地
域
の
形
成
と

越
前
式
漆
掻
方
」
と
題
し

て
、
現
新
郷
村
教
育
長
の

橋
本
芳
弘
氏
を
講
師
に
迎

え
、
製
法
か
ら
生
産
、
産

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
種

子
総
代
区
、
池
振
・
川
向

総
代
区
の
方
々
が
販
売
し

て
お
り
ま
し
た
。
販
売
は

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
か

な
り
の
タ
バ
コ
包
が
Ａ
タ

イ
プ
の
良
品
で
通
過
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

最
終
の
田
子
町
の
葉
タ

バ
コ
販
売
実
績
は
農
家
戸

数
１
３
０
軒
、
耕
作
面
積

１
６
９
２
７
ア
ー
ル
、
平

均
キ
ロ
単
価
１
８
６
６

円
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
の

平
均
重
量
は
２
４
５
キ
ロ

の
成
績
で
し
た
。
27
年
産

と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、

若
干
重
量
は
落
ち
ま
し
た

が
平
均
反
収
で
47
万
５
６

１
３
円
と
安
定
し
た
収
入

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

当
町
で
も
数
年
前
か
ら
立

ち
枯
れ
病
対
策
と
し
て
予

算
を
計
上
し
て
来
ま
し
た

が
、
良
い
結
果
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

業
の
可
能
性
に
つ
い

て
熱
心
に
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
橋

本
氏
は
昭
和
50
年
代

に
田
子
小
学
校
に
お

い
て
教
鞭
を
執
ら
れ
、

私
の
恩
師
で
あ
り
ま

し
た
。
当
時
か
ら
漆

掻
き
の
研
究
に
余
念

が
な
く
、
嬉
々
と
し

て
語
る
様
は
子
ど
も

な
が
ら
に
驚
嘆
し
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

著
書
も
多
数
あ
り
、
ま
さ

に
今
後
の
我
が
地
域
の
漆

産
業
を
考
察
す
る
上
で
の

先
駆
者
で
あ
り
、
研
究
者

で
も
あ
り
ま
す
。

　

当
町
に
は
稀
代
の
漆
掻

き
刃
物
職
人
が
お
り
ま

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
よ
る
そ
の
技
術
の
継
承

と
漆
文
化
・
産
品
の
掘
り

起
こ
し
に
注
視
し
、
我
々

議
会
が
参
画
で
き
る
こ
と

を
模
索
す
る
。
当
地
域
、

平
成
28
年
度
産
の
葉
タ
バ
コ
収
納
状
況
を
調
査

新
た
な
産
業
に
漆
の
可
能
性
を
考
え
る

講演に耳を傾ける参加者

講師の橋本芳弘氏

担当者からの説明

葉たばこの品質鑑定
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編
集
後
記

　

毎
回
、
文
字
ど
お
り
議
員
の
手
作
り
で
発
行
し

て
い
ま
す
が
、
議
会
の
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
丁

寧
に
表
現
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
な
か
な

か
町
民
の
目
に
は
見
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
こ
も
含
め
て
、
全
て
を
公
開
し
た
い
も
の

と
願
っ
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
企
画
、
ア
イ
デ
ィ
ア
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
、
我
々
議
員
に
お
話
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
全
て
は
、
町
民
の
た
め
に

を
モ
ッ
ト
ー
に
議
会
も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

沢
口
博
二

発
行
・
編
集
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　
　

澤
口　
　

勝

議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
第
91
号
）

　
　
　

委
員
長　
　
　

宮
村　

尚
哉

　
　
　

副
委
員
長　
　

宇
藤　

大
介

　
　
　

委　
　

員　
　

日
沢　

一
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
口　

博
二　

　
　
　

執
筆
協
力　
　

欠
端　

則
夫

　

３
月
22
日
、
議
員
と
町
民
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
中
央
公
民
館
と
上
郷
公
民
館

で
開
催
し
、
議
員
が
半
分
ず
つ
分
か
れ
て
２
会

場
に
赴
き
、
参
加
者
か
ら
様
々
な
意
見
を
伺
い

ま
し
た
。

　

開
催
時
間
を
約
２
時
間
と
設
定
し
ま
し
た

が
、
２
時
間
で
は
足
り
な
い
ほ
ど
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
次
回
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

し
ま
す
。

町
民
の
声
を
議
会
活
動
と
町
政
に

～
議
員
と
町
民
の
意
見
交
換
会
～

中
央
公
民
館
の
様
子

上
郷
公
民
館
の
様
子


